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地域で温かく見守ろう「認知症サポーター養成講座」　3/14

佐渡を＂豊か″にする中高生ＰＲＯＪＥＣＴ　3/21

佐渡を彫る！第18回全国高等学校版画選手権大会（はんが甲子園）　3/21

　八幡小学校で「認知症サポーター養成講座」が行
われました。認知症とは何か、健康推進員や保健師
による寸劇などで理解を深めました。
　認知症サポーターは、特別な活動ではなく、認知
症を正しく理解し、認知症の方や家族を温かく見守
る応援者です。
　受講した３年生の皆さんは、認知症の方にどう接
していけばよいかを学び、地域全体で見守ることの
大切さを感じていました。

　全国から予選を勝ち抜いた北は青森県から南は
広島県まで、14校が佐渡へ終結し、「佐渡から
の便り」をテーマに、取材を通じて佐渡を感じ、
その思いを木版に込めました。
　島内での取材活動から始まり、3日間という短
い時間で各校とも寝る時間も削り選手たちは協力
して作品を作り上げました。

（熱戦の結果）
文部科学大臣賞　青森県立弘前実業高等学校
中小企業庁長官賞　神奈川県立弥栄高等学校
新潟県知事賞　新潟県立佐渡中等教育学校

　中高生が大人と繋がり、一緒に佐渡の未来を考え取
り組んだプロジェクトの成果報告と新プロジェクト発
表会があいぽーと佐渡で開催されました。
　お花見&着物イベントや音楽イベント、そして福祉
施設で行った帽子ファッションショーなど、中高生が
いろいろな視点から考えたさまざまなアイデアから、
佐渡の未来を思う気持ちが強く伝わってきました。
　新プロジェクトに向けて、チャレンジする気持ちを
大切に楽しみながら活動してほしいですね。

新潟県知事賞を受賞した佐渡中等教育学校の皆さん
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